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92. 邦訳として、国原 1986所収。『業績録』に関しては、島田 2006も参照。
３ アウグストゥスの生涯に関しては、Galinsky 2005;id.2012;Richardson 2012;Southern 2014など
を参照。
４ スエトニウス『ローマ皇帝伝』「アウグストゥス」18.2.邦訳として、国原 1986. 建設したニコポリ




































( ) 群馬県立女子大学紀要 第36号104
６ Zanker 1987など。




９ 例えば、“Egyptomania:Egypt in Western Art,1730-1930”（1994-1995年、ルーヴル美術館など）；
“Roman Egyptomania”（2004-2005年、ケンブリッジ大学、フィッツウィリアム美術館）；
“Egittomania:Iside e il mistero”（2006-2007年、ナポリ国立考古学博物館）。
10 用語の定義に関しては、Swetnam-Burland 2007を参照。なお、エジプトの、またエジプト的な彫
刻等に関しては、Roullet 1972も参照。































12 Roman Imperial Coinage (RIC) 1, 271a.大英博物館、所蔵番号1860,0328.114.他に RIC 1, 545:
CAESAR.DIVI.F.COS.VI.
13 オクタウィアヌスは、前43年以前に卜鳥官 augurに選ばれたようである。Gurval1998:112.







































2010;ead. 2012;Davies 2011;Gregory 2012.
22 重さ235トン。ハバシュ 1985:140.
23 プリニウス『博物誌』36.70. 邦訳として、中野 1986. なお、プリニウスは、それぞれのオベリスク
の高さおよび最初の建造者であるエジプト王たちの名を取り違えている。Swetnam-Burland 2010:
142-143.
24 ヘリオポリスに関しては、DNP 1998, s.v.“Heliopolis,Heliupolis［1］”（Seidlmayer,S.）も参照。
25 Corpus Inscriptionum Latinarum (CIL)6.701-702:Imp(erator)Caesar divi f(ilius)/Augustus/
pontifex maximus/imp(erator)XII co(n)s(ul)XI trib(unicia)pot(estate)XIV/Aegupto???in
 
potestatem /populi Romani redacta /Soli donum dedit.
26 Swetnam-Burland 2010;Davies 2011:381.
27 タキトゥス『年代記』2.59；『同時代史』1.11など。それぞれ邦訳として、国原 1981；同 1996. ア
ウグストゥスとエジプト併合に関しては、おもにHerklotz 2012を参照。
28 Favro 2005:258は、《アウグストゥス墓廟》《平和の祭壇》およびエジプトのオベリスクによって、




































34 Herklotz 2012:13. Swetnam-Burland 2010は、オベリスクに刻まれていたエジプト王たちの碑文
の内容や図像も考慮されていたとする。


































2001:135-137;Vout 2003;Kolb,Fugmann 2008:54-59, cat.no.9.
45 CIL 6.1374:C(aius)Cestius L(uci)f(ilius)Pob(lilia)Epulo pr(aetor) tr(ibunus)pl(ebis)/
VIIvir epulonum//Opus ab solutum ex testamento diebus CCCXXX/arbitratu/［L(uci)］Ponti
 
P(ubli)f(ilii)Cla(udia)Melae heredis et Pothi l(iberti).
46 CIL 6.1375:M(arcus)Valerius Messalla Corvinus,/P(ublius)Rutilius Lupus,L(ucius)Iunius
 
Silanus, /L(ucius)Pontius Mela,D(ecimus)Marius/Niger heredes C(ai)Cesti et /L(ucius)
Cestius quae???ex parte ad/eum fratris hereditas/M(arci)Agrippae munere per-/venit ex ea
 
pecunia quam /pro suis partibus receper(unt)/ex venditione Attalicor(um)/quae eis per
 
edictum /aedilis in sepulcrum /C(ai)Cesti ex testamento /eius inferre non licuit.
47 Krause 1999.年代は下限をとって前12年頃とするものも多いが（Vout 2003;Favro 2005など）、そ
の一方で上限とする前18年の奢侈禁止令の存在自体を疑問視し、前12年以前とする見解もある（Kolb,
Fugmann 2008など）。
48 Favro 2005:251. Vout 2003は、むしろこのピラミッドが被葬者の思想を反映した葬礼記念物であ
るとみている。
























49 Bastet,de Vos 1979:28, fig.２などを参照。
50 Mau 1882.４様式の分類法に関しては、おもにStrocka 2007;Ling 1991を参照。第３様式に関して








出版のLa Rocca et al. 2009では、様式年代を再検討している箇所もあり、各作品に「様式」と年代
の両方を付すとともに、巻末に「４様式」を解説するページを割いている。
52 壁画の制作年代に関する見解が一致しているわけではない。例えば、Bastet, de Vos 1979:８は前
12年頃として年代の基準となる作例としており、パッパラルド 1991:234やLing 1991:53;Baldassar-










































55 ?エジプト趣味」の壁画に関しては、おもにde Vos 1980;ead. 1991を参照。
56 第３様式のエジプト装飾における「ファラオ時代的な系統」と「風景的な系統」に関しては、de Vos
1980:75-89を参照。
57 de Vos 1991を参照。





















58 de Vos 1980:74は《アウグストゥス墓廟》の王冠に関する項目名を「カンプス・マルティウスにお
けるファラオとしてのアウグストゥスAugusto Faraone nel Campo Marzio」としている。コーニス
断片の写真は、de Vos 1980:口絵、またはArachne, “52034:Architekturfragment. Roma, Rom,
Mausoleum des Augustus”を参照http://arachne.uni-koeln.de/item/objekt/52034（2014年９月30
日接続）。



















































66 Blanckenhagen,Alexander 1990:6, note 12;de Vos 1980:5.
67 Knauer 1993:15-17.
68 Blanckenhagen,Alexander 1990:6, note 12;Knauer 1993:17.
69 de Vos 1980:7-8は、アヌビス神は立ち姿で表現されることはないとする。
70 de Vos 1980:8;Knauer 1993:17;Blanckenhagen,Alexander 1990:6, note 12は、この人物をア
モン神としながらも、エジプトの図像では膝をついて表現されることはないとつけ加えている。
71 de Vos 1980:7は、シストゥルムはファラオ時代の図像では女性が持つものであるが、ヘルクラネウ
ムやポンペイ出土の壁画に男性神官が手にしている作例があるとして、この人物を男性説とみなす。
これに対して、Knauer 1993:17は女性とみている（本註65も参照）。




























ある（Suet.Aug. 29.3;Cass.Dio 49.15.5など)??。この神殿は前28年に奉献された（Cass.Dio 53.
1.3など）。オクタウィアヌスが神殿建設を約束した年、ローマ市民たちは彼が購入していた土地に国
72 de Vos 1980:79-80による分析がもとになっている。
73 Knauer 1993:16など。
74 de Vos 1980;ead. 1991など。
75 Knauer 1993.
76 スエトニウス「アウグストゥス」93.
77 スエトニウス「アウグストゥス」29.3, 57.2, 72.1-2；ウェレイウス・パテルクルス『ローマ世界の歴
史』2.81.3；カッシウス・ディオ『ローマ史』49.15.5, 54.27.3, 55.12.4-5など。アウグストゥスの邸宅
に関しては、おもに Iacopi 1995;Hall 2014:167-185を参照。
78 Papi 1995.
79 邦訳として、西田、高橋 2012.











































85 Carettoni 1983:388-389;Iacopi,Tedone 2005/2006:363.































88 アウグストゥス邸宅遺構における壁画の制作年代に関しては、Bragantini, Sampaolo 2009:50,
note 2（Bragantini）も参照。
89 La Rocca 2008.
90 La Rocca 2008:238.
91 La Rocca et al. 2009:272-274(La Rocca).
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CAESAR COS VI.裏：ワニ AEGVPTO（上）CAPTA（下）。大英博物館、番号1860,0328.114.
Ⓒ The Trustees of the British Museum. 出典：http://www.britishmuseum.org/research/
collectio online/collection object details.aspx?searchText＝silver%20coin%20crocodile&
ILINK ―34484, ―assetId＝199960&objectId＝1213672&partId＝1（2014年９月30日接続）
２．「アグリッパ・ポストゥムス荘」第15室「黒の間」、ボスコトレカーゼ出土、第３様式、高さ2.38ⅿ（パ
( ) 群馬県立女子大学紀要 第36号120
ネル残存部分）、メトロポリタン美術館、番号20.192.1.Ⓒ The Metropolitan Museum of Art.
出典：“Aedicula with small landscape,Egyptianizing scenes:From the“Black Room”of the
 
Imperial Villa at Boscotrecase［Roman］（20.192.1-.3)”. In Heilbrunn Timeline of Art History.
New York:The Metropolitan Museum of Art,2000-. http://www.metmuseum.org/toah/works
-of-art/20.192.1-.3.（October 2006).（同日接続）
３．「アグリッパ・ポストゥムス荘」第15室「黒の間」、小タブロー画（左側）、ボスコトレカーゼ出土、
第３様式、メトロポリタン美術館、番号20.192.1.Ⓒ The Metropolitan Museum of Art. 出典：同
上。
４．「アグリッパ・ポストゥムス荘」第15室「黒の間」、小タブロー画（右側）、ボスコトレカーゼ出土、
第３様式、メトロポリタン美術館、番号20.192.1.Ⓒ The Metropolitan Museum of Art. 出典：同
上。
５．「アグリッパ・ポストゥムス荘」第19室「神話の間」、赤地パネル、ボスコトレカーゼ出土、第３様







Metropolitan Museum of Art. 出典：“Landscape with Perseus and Andromeda:From the
“Mythological Room” of the Imperial Villa at Boscotrecase［Roman］（20.192.16)”. In Heil-





ⒸThe Trustees of the British Museum
図２ ?アグリッパ・ポストゥムス荘」第15室「黒の間」
ⒸThe Metropolitan Museum of Art.
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図３ ?アグリッパ・ポストゥムス荘」第15室「黒の間」、小タブロー画（左側)




ⒸThe Metropolitan Museum of Art.
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図５ ?アグリッパ・ポストゥムス荘」第19室「神話の間」、赤地パネル
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